WN-G54/AXP 取扱説明書 




【ご注意】 

1) 本製品および本書は株式会社アイ • オー • データ機器の著作物です。 

したがって、本製品および本書の一部または全部を無断で複製、複写、松載、改変することは法律で 
禁じられています。 

2) 本製品及び本書の内容については、改良のために予告なく変更することがあリます。 

3) 本製品を運用した餘果の他への彩響については、上記にかかわらず黃任は負いかねますのでご了承くだ 
さい。 

4> 本製品は日本国外では使用できません。 

5) 本製品は、医«機器、原子力設 ffi や機器、航空宇宙機器、铕送設備や機器、兵器システムなどの人命に 
明る設俩や機器、及び海底中*8檐、宇宙衛星などの高度な倌頼性を必要とする設俩や機器としての使用 
またはこれらに組み込んでの使用は意図されておりません。これら、設備や機器.制御システムなどに 
本製品を使用され、本製品の故»により、人身事故、火災事故、社会的な描害などが生じても、笄社で 
はいかなる黃任も負いかねます。設 ffi や機器、制御システムなどにおいて、冗長設計.火災延焼対策設 


計、誤動作防止設計など*安全設計に万全を期されるようご注 S 願います。 

6) 本製品は日本国内仕様です。本製品を日本国外で使用された場合、笄社は一切の黃任を負いかねます。 
また、笄社は本製品に明し、日本国外への技術サポート、及びアフターサービス等を行っておりません 


■厭_跚1纖酬_麵酬臓_ 




他、一般に会社名、サービス名、ソフト名，製品名は各社の商標または登録商棵です。 
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必ずお守りください 


ここでは、お使いになる方への危害、財産への損害を未然に防ぎ、安全に正しくお 
使いいただくための注意事項を記載しています。 

ご使用の際には、必ず記載事項をお守リください。 


■彗告及び注意表示 


/?\擎告 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、 人体に 多大な損 
傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 

A 注意 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が損傷を負う可 
能性又は物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。 


■絵記号の意味 


A 


この記号は注意（窖告を含む）を促す内容を告げるものです。 


記号の中や近くに具体的な内容が害かれています。 


例) 


「発火注意」を表す絵表示 


0 


この記号は禁止の行為を告げるものです。 

記号の中や近くに具体的な内容が害かれています。 

例）「分解禁止』を表す絵表示 



この記号は必ず行っていただきたい行為を告げるものです。 
記号の中や近くに具体的な内容が害かれています。 


例） 




「電源プラグを抜く」を表す絵表示 
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必ずお守りください 


△警告 


❶ 

® 守 


分解禁止 

€ 

屯源ブラグ 
を抜く 

A 

発火注意 


❶ 

® 守 


本製品を使用する場合は、ご使用のパソコンや周辺機器の 
メーカーが指示している警告、注意表示を厳守し、正しい手順 
で使用してください。 

*告•注意事項を無視すると人体に多大な損傷を負う可能性があります。 
また、正しい手順で操作しない埸合、予期せぬトラブルが発生する恐れがあ 
ります。ご使用のパソコンや周辺機器のメーカーが指示している*告、注意 
串項、正しい手順を厳守してください。 

本製品をご自分で修理•分解•改造しないでください。 

火災や感電、やけど、故陣の原因となります。 

修理は弊社修理センターにご依頼ください。分解したリ、改造した場合、保 
証期間であっても有料修理となる埸合があります。 

煙がでたり、変な臭いや音がしたら、すぐに使用を中止してくだ 
さい0 

コンセントから m 源プラグを抜いてください。そのまま使用すると火災■感 
窀の原因となります。 

本製品の取り扱いは、必ず取扱説明書で接続方法をご確認に 
なり、以下のことにご注意ください。 

•接統ケーブルなどの部品は、必ず添付品または指定品をご使用ください。 

指定品以外を使用すると火災や故陣の原因となリます。 

•ケーブルにものをのせたリ、引っ張ったり、折り曲げ•押しつけ•加工な 
どは行わないでください。火災や故障の原因となリます。 

本製品の取り付け、取り外し、移動の際は、本製品の取扱説 
明書をご確認になり、必ず/《ソ コン 本体■周辺機器および本製 
品の電源を切り、コンセントからプラグを抜いてから行ってくだ 
さい0 

宙源コードを抜かずに行うと、感甭および故陣の原因となリます。 
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必ずお守りください 

給電されている LAN ケーブルは絶対に接続しないでくださ 
い。 

給電されているケーブルを接統すると、発煙したリ、火災の原因になリま 
す。 

本製品をぬらしたり、水気の多い場所で使用しないでください。 

お風呂埸などでの使用は火災 • 感窀 • 故障の原因となります。 


故陣や異常のまま、通電しないでください。 

本製品に故陣や異常がある場合は、必ずパソコンから取り外し、コンセント 
から宙源プラグを抜いてください。また、絶対に通宙をしないでください。 
そのまま使用すると、火災•感宙•故陣の原因となります。 

本製品を病院内で使用しないでください。 

医療機器の誤動作の原因になることがあります。 


心臓べースメーカーの装着部位から 22 cm 以上離して使用し 
てください。 

蚕波によリペースメーカーの動作に影莕を与える恐れがあります。 

本製品を飛行機の中で使用しないでください。 

飛行機の針器などの誤動作の原因になリます。飛行機の中ではコンピュータ 
から本製品を取り外してください。 

日本国外で使用できません。 


0-0P 0# 0S 01 0 - 0g 
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必ずお守りください 


△注意 


A 

注意 


本製品を使用中に、データが消失した場合でも、データの保証 
は一切いたしかねます。 

取扱説明害などで、操作方法を確認して操作してください。 

また、故陣などに備えて定期的にバックアップを行ってください。 


本製品は以下のような場所(環境)で保管•使用しないでくださ 

故障の原因となることがあります。 

參振動や衝擊の加わる場所 
♦直射日光のあたる埸所 
•湿気やホコリが多い場所 
參温湿度差の激しい埸所 

參熱の発生する物の近く（ストーブ、ヒータなど） 

參強い磁力 • 電波の発生する物の近く 

(磁石、ディスプレイ、スピーカ、ラジオ、無線機など〉 

•水気の多い埸所（台所、浴室など） 

參倾いた場所 

•本製品通風孔をふさぐような埸所 
(保管は問題ありません） 

•腐食性ガス雰囲気中 （ ci 2 、 h 2 s . nh 3 、 so 2 、 NO x など） 

參静宙気の影響の強い場所 

參保温性 • 保湿性の高い（じゆうたん • スポンジ_ダンボール箱 • 発泡スチ 
ロールなど）埸所（保管は問題ありません〉 


»止 


本製品は精密部品です。以下のことにご注意ください。 

參落としたり、衝撃を加えたリ、無理な力を加えたりしない 
參本製品の上に水などの液体や、クリップなどの小部品を置かない 
參重いものを上にのせない 

參本製品内部に液体、金属、たばこの煙などの異物を入れない 
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必ずお守 y ください 

本製品のコネクタ部分には直接手を触れないでください。 

静窀気が流れ、部品が破壊されるおそれがあります。また、静電気は衣服や 
人体からも発生するため、本製品の取り付け•取り外しは、スチールキヤビ 
ネットなどの金属製のものに触れて、静電気を逃がした後で行ってくださ 
い。 

パソコンから本製品にアクセス中にパソコンや本製品の電源を 
切ったり、リセットしないでください。 

故障の原因になったリ、データが消失するおそれがあります。 
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〔本製品で使用する電波にっいて^) 

本製品は、 2. 4 GHz 帯域の電波を使用しています。 

本製品を使用する上で、無線局の免許は必要ありませんが、以下および次ページの 
注意をご確認ください。 

•以下の近くでは使用しないでください。 

• 電子レンジ/ペースメーカー等の産業 • 科学_医療用機器など 
• 工場の製造ライン等で使用されている移動体撖別用の構内無線局（免許を 
要する無線局〉 

•特定小電力無線局（免許を要しない無線局） 

上記の機器などは、無線 LAN と同じ電波の周波数帯を使用しています。 

上記の近くで本製品を使用すると、電波の干渉を発生する恐れがあります。 
そのため、通信ができなくなったリ速度が遅くなったりする場合があります。 

• 携帯電話/ PHS / テレビ/ラジオを本製品の近くでは、 

できるだけ使用しないでください。 
携帯電話/ PHS / テレビ/ラジオなどは、無線 LAN とは異なる電波の周波数带を 
使用しています。 

そのため、本製品の近くでこれらの機器を使用しても、本製品の通信やこれ 
らの機器の通信に影響はありません。 

ただし、これらの機器を無線 LAN 製品に近づけた場合は、本製品を含む無線 
LAN 製品が発する電磁波の影響によって、音声や映像にノイズが発生する場 
合があります。 

• 間に鉄筋や金属およびコンクリートがあると通信できません。 

本製品で使用している電波は、通常の家屋で使用されている木材やガラスな 
どは通過しますので、部屋の壁に木材やガラスがあっても通信できます。 
ただし、鉄筋や金属およびコンクリートなどが使用されている場合、電波は 
通過しません。部屋の壁にそれらが使用されている場合、通信することはで 
きません。 

同様にフロア間でも、間に鉄筋や金属およびコンクリートなどが使用されて 
いると通信できません。 
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本製品で使用する電波について 


2.4 GHz 帯使用の無線機器について 

この機器の使用周波数帯では、1：子レンジ等の産業_科学_医療用機器等の 
ほか工場の製造ライン等で使用されている移動体撖別用の構内無線局（免許 
を要する無線局）及び特定小電力無線局（免許を要しない無線局〉が運用さ 
れています。 

• この機器を使用する前に、近くで移動体撖別用の構内無線局及び特定小1 
力無線局が運営されていないことを確認してください。 

• 万一、この機器から移動体撮別用の構内無線局に対して電波干渉の事例が 
発生した場合には、速やかに使用周波数帯を変更するか、または電波の発 
射を停止した上、下記連絡先にご連絡いただき、混彳 i 回避のための処置等 
(例えば、パーティションの設置など）についてご相談ください。 

• その他、この機器から移動体撖別用の特定小電力無線局に対して電波干渉 
の事例が発生した場合など、何かお困りのことが起きた場合は、次の連絡 
先へお問い合わせください。 

連絡先：サポートセンター電話：金沢 076-260-3644 

東京 03-3254-1144 




使用上の注意 


本製品は非常に精密にできておりますので、お取り扱いに際しては十分注 
意してください。 

_取り扱い上の注意 

• コネクタ部分に金属を差し込まないでください。 

_ぬらさないでください。 

•ラジオやテレビ、オーディオ機器の近くでは高周波の信号により、ノイズ 
を与えることがあります。 

• モータなどノイズが発生する機器の近くでは糗動作することがありますの 
で、必ず離してお使いください。 

• 修理について 

• 本製品の修理は弊社修理センターにご依頼ください。 

改造などを行って、1:気的および機械的特性を変えて使用することは絶対に 
お止めください。 



ここでは、本製品を使う前の作業について、順を追って説明しています。 

箱の中を確認する 

内容物リストを確認します。 

▼ 12ぺージ 

動作環境を確認する 

本製品を使うことができる機種や 0 S などを確認します。 

▼ 13ぺージ 

各部のなまえとはたらき 

本製品の各部のなまえとはたらきを確認します。 

^ 16ぺージ 







箱の中を確認する 

ご使用の前に以下のものがそろっていることを厂にチェックをつけながら 
ご確認ください。 

万一、不足品があリましたら、弊社サボートセンターまでお知らせください。 







■箱や梱包材は大切に保管し、_などの輸送の際にご利用ください。 
■イラストは若干異なる場合があります。 



登錄やサポートソフトのダウンロードについて》 

ユーザー登録をする際や、弊社ホームページよリサポートソフトをダウンロー 
ドする際にシリアル番号が必要な場合があリます。 


シリアル番号は本製品に貼られているシールに印字されている12桁の英数字で 


す。（例： ABC 1 234567 ZX ) 

▼ここにシリアル番号をメモしてください。 


♦ユーザー 登録 => http://www.iodata.jp/regist/ 

•サポートソフトのダウンロード马 http://wmv.iodata.jp/lib/ 
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動作環境を確認する 


_ 本製品と通信できる無線 LAN 機器 _ 

IEEE 802.11 g *\ IEEE 802.11 b 準拠の無線 LAN 製品と通信できます。 

弊社製品例（最大リンク速度） 

• WN - G 54 シリーズ (54 Mbps ) 

• WN - AG シリーズ (54 Mbps ) 

• WN - B 11 シリーズ※ 2 (11 Mbps ) 

• WN - AB シリーズ (11 Mbps ) 

IEEE 802.11 g は現在ドラフトです。 IEEE による正式承認後、弊社 Web サイトにて 
正式にご案内いたします。なお、本害内の IEEE 802.11 g という記述はすべて 
「 IEEE 802.1 1 g (卜•ラフト）」を指します。 

※之 WN - B 11/ LAN は除きます。 


洛 j 

■本製品はアクセスポイントです。そのため、弊社製無締ブロードバンドルータ 
rWN-G54/BBRj など他のアクセスポイント（本製品同士も含む）とは 
通信できません。（アクセスポイント同士の通信はできません。） 

■以下の弊社製品とは通俱できません I 



• 無線 LAN PC カード rpcWN-WlOj 

• コードレスネットワークシンフォニーシリーズ r«N-S/560j rWN-S/PCIj 

rpcwN-sj 

•無線スイッチングハブ rWNA-FSWH4j 
■弊社製霣源延長 BOX rwN-0P/P0Wj は使用できません。 






動作環境を確認する 


本製品の設定ができるパソコン 

機種 

0 S (日本語版に限る） 

LAN アダプタを使用できる下記の機種 

■ NEC PC 98- NX シリーズ 

■ D 0 S / V マシン 

※弊社では、 0 ADG 加盟メーカーの 

D 0 S / V マシンで動作確認しています。 

• Windows XP 

• Windows 2000 

• W i ndows Me 

• Windows 98 Second Edition 


弊社では、上記の 0 S でご利用いただく場合のみをサボート/保証範囲とさ1 
ていただいております 。 Mac OS や UNIX 系 OS ( Linux ) などでご利用いただ 
場合はサボート/保証対象外となります。 


設定に必要なソフトウェア 


本製品を投定するには、以下のバージョンの Web ブラウザが 
必要です。お持ちで無い場合は、別途ご用意ください。 

Internet Explorer パージヨン 5.0 以上 


hiernei 

Explorer 



ernet Explorer のパージヨン情報は 、 Internet Explorer 画面の[ヘルプ]-* 
:ージヨン情報]で確認できます。 













本製品の LAN 接続例 


動作環境を確認する 



【本製品と通信できる無線 LAN 機器】 （13 ページ) 
したパソコンと通信できます。 

(無線 LAN アダプタは、パソコンへ取り付け、 
ドライバソフトなどをインストールしておきます 


有線 LAN 接続する 


LAN ポートを搭載したパソコンと接続できます。 

( LAN アダプタは、パソコンへ取り付け、ドライバ 
ソフトなどをインストールしておきます。*り 
複数のパソコンを接続する場合は、別途ハブとパソコンの 
台数分の LAN ケーブルが必要です。 


本製品を通 


接続する 


ドルータや FTTH / ADSL / CATV モデムなどが必要です。％ 
、•バンドルータ 《> FTTH / ADSL / CATV モデムを、 LAN ケーブルで 
とインターネットに接続できます。 


モデムの設定は、各取扱説明害をご M ください。 
ハブに③のブロー ドバンドルータを接統します。 


15 

















各部のなまえとはたらき 


▼前面 


▼背面 


① POWER ランプ 


② LAN ランプ 


③ WLAN ランプ 




④アンテナ端子 


⑤ LAN ポート 


⑥リセット 
スイッチ 


⑦ DC-IN 



④アンテナ端子 


機能 


電源 ON 
電源 OFF 


100 BASE - TX 接統で送受信中 
10 BASE - T 接練で送受信中 

有線 LAN が接統されていない。または接統先機器の宙源が 
入っていない状態 


綠点滅：無線 LAN アダプタとデータ送受信中 
綠点灯：無線 LAN アダプタとリンクが確立した状態 
橙点灯：無線 LAN アダプタとリンクが確立していない状態 


付属のアンテナを取リ付けます。 

※本製品は技術基準に適合しています。付属のアンテナ以外を 
接統して使用すると、法律で罰せられることがあります。 


© LAN ポート 


豫嘗^^^^■纖 


本製品の設定を初期碴に戻します。パスワードを忘れてしまった 
場合などに使用します。 ( 【出荷時設定に戻す】70ページ参照〉 


















設定用パソコンの環境設定をする 


本製品の設定をするための琿境を作ります。 

定準備する 

本製品をパソコンに接続し、投定用パソコンの準備をします。 

▼ 1^18ぺージ 


I ② IP アドレスを設定する 

本製品の投定画面を起動するために、投定用パソコンの IP アドレスを投 
定します。 

▼ B-r 25 ページ 


③ Web ブラウザを設定する 

本製品の設定画面を起動するために、 Web ブラウザの投定を確認します。 

34ぺージ 








アンテナを取 y 付けます。 

本製品背面のアンテナ端子に、添付のアンテナの根元を回して取り付け 
ます。 

レ 


2 本製品をスタンドに取り付けます。 

① スタンド底面に添付のゴム足をつけます。 

② スタンドに本製品を取り付けます。 












①投定準備する 


本製品をパソコンに接続する 


設定用パソコンの種類を確認します。 

投定は、有線 LAN 接続または無線 LAN 接続のどちらからでも行えます。 

投定時のトラブルを避けるため、有線 LAN から投定することをおすすめ 
します。 


有線 LAN 接続のパソコン 

無線 LAN 接続のパソコン 

下記へお進みください。 

次ページへお進みください。 





添付の AC アダプタとクロスケーブルを接続します。 

① 本製品に AC アダプタと添付のクロスケーブルをつなぎます。 
根元までしっかりと差し込んでください。 

② AC アダプタをコンセントに接続します。 

③ クロスケーブルをパソコンの LAN ポートにつなぎます。 



以上で取り付けは終了です。 
ページ）へお進みください。 

















①投定準備する 


無線 LAN アダプタの設定が完了 
る】 （25 ページ）へお進みくだ 


ADSL モデムやケーブルモデムの接統は本製品の設定がすべて終了した後に行ってく 
ださい。 

2 無線 LAN アダプタを設定します。 

パソコン（無線 LAN アダプタ）側の設定を本製品の初期値（次ページ参 
照）と一致させます。投定方法は無線 LAN アダプタの取扱説明害をご覧 
ください。 

また、22ページ以降の手順を参考にしてください。 


LAN ケーブルを接続してから設定する場合は、無線 LAN の設定は必要ありません。 
【② 1 P アドレスを設定する】 （25 ページ)へお進みください。 

/添付の AG アダプタを接続します。 

① 本製品に AC アダプタをっなぎます。 

根元までしっかりと差し込んでください。 

② AC アダプタをコンセントに接続します。 



ンに接続する（つづき) 


本製品をパソ 












①股定準備する 


( 本製品をパソコンに接続する（つづき) 


《パソコン(無線 LAN アダプタ）側の設定内容》 


項目 

本製品の 

初期値 

無線 LAN アダプタ側で設定する値 

通信モード 

Infrastructure 

[ Infrastructure ] (インフラストラク 
チャ）に投定 

SSID 

( ESS - ID ) 

default 

[ default ] に投定 

チヤンネル 

6 ch 

投定の必要はありません。 

※インフラストラクチャモードで動作させる 
埸合は、無線 LAN アダプタが本製品のチャン 
ネルへ自動的に合わせるので設定の必要は 
ありません。 

※弊社製無線 LAN アダプタの埸合は、インフラ 
ストラクチャモードの場合、チャンネルを 
設定できない仕様となっています。 

暗号キー 

(WEP Key ) 

無効 

[無効]、「なし』に設定 


次ページ以降は、無線 LAN アダプタ側の投定例です。 


WN - G 54/ GB 、 WN - AG / CB での設定例 


次ページ 













①投定準備する 


WN - G 54/ CB 、 



WN - AG / CB での設定例 ) 


/クイックコネクトを起動します。 

[スタート]—[すべてのプログラム]([プログラム])— 

[1-0 DATA 無線 LAN ]— [クイックコネクト]を順にクリックします。 


2 [プロファイル設定]タブで、[設定ウイザード]ボタンをク 



ヘルプ j 


3 [プロファイル名]を入力し、[次へ]ボタンをクリックしま 
す。 

プロファイル名は半角文字100文字（全角文字50文字）までのお好きな名 
前を入力できます。 











①投定準備する 


f WN - G 54/ CB 、 WN - AG / CB での設定例(つづき) 


4接続先を選びます。 


① [接続先自動検索]にチェックが付いていることを確認します。 

② 本製品の SSID ( default ) となっている接続先を選択します。 

③ [次へ]ボタンをクリックします。 



民 a If k へ i •. - t , 


5 暗号化設定をします。 

① 暗号化レベルで[なし]を選択します。 

② [次へ]ボタンをクリックします。 





①投定準備する 

Q WN-G54/CB 、 WN-AG/CB での設定例 ( つづき ) 


6 設定内容を確認し、[反映する]にチェックを付けて、[作成] 
ボタンをクリックします。 



W 下の纽定で、ブロフ t イルを作0^ま T か 


珥择 LAIJ 7 S ブタ八のブロフ 7 H ルこあ•こな 1 1ますか？ 

反3¢す^) r 反咕しない 

作晒する場合、【作成3ボダンをクリ•ンクしてくだ31、 

キャン GI レ J 


7 [完了]ボタンをクリックします。 
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② IP アドレスを設定する 


本製品の設定画面を起動するために、本製品を設定するパソコン（設定用 
パソコン）の IP アドレスを、本製品の初期値のクラスに合わせた設定にし 
ます。 



設定用パソコンの IP アドレスの設定を行います。 
設定はご使用の(^によって異なります。 

以下の該当する個所へお進みください。 












を投定する 


ndows XP 


/ 管理者権限で Windows XP にログオンします。 

2 [スタート]ボタンをクリックし、現れたスタートメ: 
[コン ト ロール パネル]をクリックします。 


-一の中にある 


-クとインターネット接続]をクリックし、開いたウインドウ 
ある[ネットワーク接続]をクリックします。 










ndows XP ( つづき ) 


.を投定する 



一カルエリア接続](または[ワイヤレスネットワーク接続])を 
メニュー内の[プロパティ]をクリックします。 


夕ーネットプロトコル ( TCP / IP )] をクリックし、 
パティ]ボタンをクリックします。 















を投定する 


ndows XP ( つづき ) 


設定用パソコンの ip アドレスを確認■設定します。 

設定用パソコンで本製品を設定するには、 

投定用パソコンの ip アドレスが下記を 19； 

満たしている必要があります。 I ~ ► 


〃①が “192.168.0” である 

(本製品の IP アドレスと同じクラスである） 
②が “201”と異なる数である 
I (別の IP アドレスである） ノ 


本製品の IP アドレス 

192. 168.0 . 201 

① ② 


ぐノトぶ '? ！ ■ ハ I 卜 I ル （ TCP/IP)tf>;ll パ亍 < ? X 


籠！^ WM 蕾 M 娜 



Op アドレス姑幼的げ 

、 ]P7 ドレ ; MP: 

サブ: f ? トマス‘ >: U :_ 

テフすルトゲ - toi イ职 


「IP アドレスを自動的に取得 
する」に設定している場合 

別のクラスの IP アドレス 
「 172. xxx. XXX. xxxj など 
に設定している 場合 

本製品と同じ IP アドレス 
( 「 192. 168.0. 201 J) 

に設定している場合 


1 祝 U 1 

_ 265 2!5 2K 0 ] V 

. 1 _ 

一時的に、パソコンの ip アドレスを 

「 192.168.0.123 」などの 

同じクラスで、かつ、別の IP アドレス に 
変更し [0 K] ボタンをクリック後、すべ 
ての画面を閉じてパソコンを一度、再起 
動してください。 

※パソコンのこの設定は、一時的な設定で 
す a 本製品のすべての設定が終了した後 
に、ご利用環境に合わせて再度設定し直 
してください。 


y 再起動の画面が表示された場合は、パソコンを再起動します。 


確認 • 設定後、【③ Web ブラウザを設定する】 （34 ページ)へお進みくだ 
さい0 







[ローカルエリア接統]が表示されない場合は、 LAN アダプタの設定が正しく行われてい 
ません。ご使用の LAN アダプタメーカーへお問い合わせください。 


















② IP アドレスを投定する 


Windows 2000 ( つづき ) 


/> [インターネットプロトコル (TCP/IP)] をクリックし、 
H [プロパティ]ボタンをクリックします。 



if 

上記の表示以外に [ NetBEUI プロトコル]や [ IPX / SPX ] の表示がある場合は、チェックを 
外してください。他のクライアントやサービスなどが表示されていても問題ありません。 
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Windows 2000 ( つづき ) 


5 設定用パソコンの ip アドレスを確認■設定します。 

設定用パソコンで本製品を設定するには、 

投定用パソコンの ip アドレスが下記を 

満たしている必要があります。_〇- 

「①が “192.168.0” である 

(本製品の IP アドレスと同じクラスである） 

②が**201 '• と異なる数である 
L (別の IP アドレスである） . 


本製品の IP アドレス 

192. 168.0 . 201 

① ② 

(出荷時） 




3 


























ndows Me/98 SE ( つづき ) 


設定用パソコンの ip アドレスを確認■設定します。 

設定用パソコンで本製品を設定するには、 

投定用パソコンの IP アドレスが下記を 19： 

満たしている必要があります。 I ~ ► 


本製品の ip アドレス 

192.168.0 . 201 

① ② 




CP 7 ドレスは DHCP サ勺卜 C : よ〇て白 MW ごの□ンビ ] 一贫こ罗 

纖 ㈣ 勝 K ® 飄麟 • 


を確認 • 設定 


ri 92.168 .0.1 23 J 

にした例です。 


「 IP アドレスを自動的に取 
得」に設定している場合 


パソコンの ip アドレスを一時的に、 

「192.168.0.123」などの 

同じクラスで、かつ、別の IP アドレスに 



変更し [0 K ] ボタンをクリック後、すべ 

別のクフスの IP アドレス 

卜 

ての画面を閉じてパソコンを一度、再起 

(H 72. xxx . xxx . xxxj な 

動してください。 

ど） 





•义•パ、ノ T ノの 1 の势まけ 一 B $ 的な势まで 

本製品と同じ IP アドレス 

a 

す。本製品のすべての設定が終了した後 

(「192.168.0. 201 J ) 

に、ご利用環境に合わせて再度設定し直 

に投定している場合 

してください。 


心 [0 K ] ボタンをクリック後、パソコンを一度再起動します。 

確認•設定後、【③ Web ブラウザを設定する】 （34 ページ)へお進み 
ください。 
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③ Web ブラウザを設定する 


本製品を設定するには、 Web ブラウザの接続設定をしておく必要があリます。 
下記2点に注意し設定してください。 


① LAN を使用してインターネットに接続する。 

② プロキシサーバーを設定する。 



Internet Explorer パージヨン 5.0 以上をご用意ください。 Web ブラウザがない、 
あるいは Web ブラウザのパージヨンが古い塌合は、正常に設定できませんので、 
必ず必要なパージョン以降をご用意ください。 











③ Web ブラウザを投定する 


プロパイダによっては、プロキシについての設定を指示している場合があります。 

まず、プロパイダから入手した資料をご用意ください。 

Internet Explorer ] 画面を表示させます。 

Windows XP の場合 

[スタート]—[すべてのプログラム ]— [Internet Explorer ] (または[インタ 
ーネット Internet Explorer ]) をクリックします。 



Windows 2000、 Windows Me/98 SE の場合 

デスクトップ画面上の [Internet Explorer ] アイコンをダブルクリックします。 



•翁^^^ 

この時点でインターネットに接統されていない場合は、「ページを表示できません J など 
正常に画面が表示されませんが、ここでは Internet Explorer 自体の設定を行うため、こ 
の時点で正常に画面が表示されていなくても問題ありません。 




③ Web ブラウザを投定する 


[Internet Explorer ] 画面の[ツール]メニューの[インターネット 
オプション]をクリックします。 

※本手順以降、画面は [Internet Explorer 6.0] を例にしています 0 



Q [接続]タブをクリックし、[ダイヤルしない]をチェックします。続け 
^ て、 [ LAN の設定]ボタンをクリックします。 



な プロバイダからの資料を参照し、[プロキシ]に関する設定の 
呼 指示がないか確認し、次ページの設定を行います。 
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③ Web ブラウザを投定する 













③ Web ブラウザを投定する 

g [口ーカルエリアネットワーク （ LAN ) の設定]画面で 
W [ OK ] ボタンをクリックし、画面を閉じます。 


[インターネットオプション](または[インターネットのオプション])画面 
へ戻りますので、 [0 K ] ボタンをクリックし、画面を閉じます。 






アクセスホイントを設定する 



本製品のアクセスポイント設定を決めます。 

▼ 40ページ 


②アクセスポイントを設定する 

クセスポイントの設定をします。 




m 1 - 1 m 

①アクセスポイントの設定を決める 

アクセスポイント（本製品）で設定する無線 LAN 設定を決めてください。 


設定内容を記入してください ) 

/ 

本製品の SSID ( ESSID ) を決めます。 

半角英数32文字まで（太/小文字の区別あり）で、お好きな名前を付け 
てください。（初期値： default ) 

▼決めた SSID ( ESSID ) を記入してください。 


SS ID ( ESSID ) | 


2 本製品の WEP (暗号化)設定を決めます。 

各項目については、48ページをご萁ください。 

▼暗号化する場合は、決めた暗号化設定を記入してください。 


認証方式 

Open System Shared Key 

暗号 キー 

64 bit (40 bit ) 128 bit (104 bit ) 

キー 

キー1 


キー2 


キ ー2 


キ ー3 


デフオルトキー 

12 3 4 


.㈣ 


參 SSID とは？ 

複数の無線ネットワークが存在する埸合に、それらをグループ化するための 
識別子 ( ID ) です。 SSID が一致していないと、そのネットワークには参加で 
きません。アクセスポイントによっては、 SSID が ESSID と記載されている埸合 
もあります。 

設定を決定したら、次ページへお進みください。 
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②アクセスデイントを設定する 

アクセスポイントの設定をします。設定内容は本製品に保存されます。 


設定画面を起動する 


/ Web ブラウザを起動して以下を開きます。 
http ://192.168. 0. 201/ 


※工場出荷時の本製品の IP アドレスです。 



上記 ip アドレスは、本製品内部にある設定画面を呼び出す ip アドレスです。 

設定用パソコンと本製品が接練されていれば(インターネットに接続されていなくても） 
呼び出すことができます。 


http :// 192.168 .0.201/ 
を入力し、 

[ Enter ] キーを押す 


2 以下の画面が表示されますので、[ログイン]ボタンをク 
リックします。 



画面が表示されない！ 


|_ f \ 【設定用パソコンの環境設定をす 

る】 （17 ページ〉で IP アドレスの 
1 U 設定などをご確認ください。 


























を投定する 




パスワードは管理者以外が設定できないようにしたリ、誤って設定した y することを防ぐ 
ためのものです。パスワードは出荷時は[空白]ですが、後で変更することをおすすめし 
ます。変更方法は、60ページをご覧ください。 


3 設定画面が表示されます。 


















卜を投定する 


アクセスポイントの SSID を設定する 

【①アクセスポイントの設定を決める】 （40 ページ）で決めた SSID の設定を 
します。 


/設定画面の[基本設定]をクリックします。 



2 40ページで決めた [ SSID ] を入力し、[設定]ボタンをクリッ 
クします。 


基本設定 






②アクセスポイントを投定する 


〔アクセスポイントの SSID を設定する（つづき） ) 

3 以下の画面が表示されますので、[再起動]ボタンをクリッ 
クします。 

無線 LAN から投定した場合は、 SSID を変更したため通信は途絶えます。 



4本製品の再起動後、パスワードの入力画面に戻ります。 

ここで、設定画面は終了できます。 



5 各無線 LAN アダプタの設定を、40ページで決めた [ SSID ] にあ 
わせます。 

設定方法は、各無線 LAN アダプタの取扱説明害をご覧ください。 


以上で SSID の設定は終了です。 

これで無線通信はできる状態ですが、セキュリティのため暗 
号化設定を行うことをおすすめします。詳しくは、【暗号化 
する】 （46 ページ）をご覧ください。 
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他の設定をする 



本製品の IP アドレスを変更する 



MAC アドレス接続制限をする 



初期設定に戻す 











暗号化を行う場合、暗号化して通信するすべてのパソコンで設定が必要で 
す。 
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暗号化する 


アクセスポイントの暗号化設定をする（つづき) 


2 40ページで決めた暗号化 ( WEP ) を入力します。 

※本手順では、パスフレーズは使用しません。各項目については次ページの表を 
ご踅ください。 

① [認証方式]を選択します。（通常、変更する必要はありません。） 

② [ WEP ] の[有効]にチエックをつけます。 

③ [暗号化レベル]を選択します。 

④ 40ページで決めた[キー1〜 4] を入力します。 

⑤ [デフオルトキー]を選択します。（通常は 1) 

⑥ [投定]ボタンをクリックします。 




























暗号化する 


€アクセスポイントの暗号化設定をする（つづき） 


令 

• [ WEP ] 固面各項目について 


項目 

設定内容 

認証方式 

Open System …開放型認証方式 

Shared Key …共有型認証方式 

WEP 

有効…暗号化します。暗号キーの投定を行ってくだ 
さい0 

無効…暗号化しません。 

暗号化レベル 

64 bit --64 bit (40 bit ) の暗号化をします。 

128 b i t … 128 b i t (104 b i t ) の暗号化をします。 

パスフレーズ 

任意の文字列を入力して、[作成]ボタンをクリック 
すると、暗号キーを自動で作成します。（本手順で 
は、キー1〜4へ直接キーを入力する方法を説明し 
ています。） 

キ ー 1 -4 

16進数 （0 〜9または A 〜 F の文字列）で暗号キーを入 
力します。 (64 bit :10文字、 128 bit : 26文字） 

デフオルトキー 

暗号化で使用するキーを選びます。（通常は 1) 


※ ServicePack 1 にアップグレードしていない Windows XP では、[睹号化レベル] 
と[キー 1 〜 4] の表記が、弊社 Web 設定の棵記と異なリます。それぞれ以下の 
ように読み替えてください。 

40ビット=64ビット、104ビット= 128ビット 

キー0=キー1、キー1=キー2、キー2=キー3、キー3=キー4 
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暗号化する 


<アクセスポイントの暗号化設定をする（つづき） ) 

3 以下の画面が表示されますので、[再起動]ボタンをクリッ 
クします。 

無線 LAN から投定した場合は、 WEP を変更したため通信は途絶えます。 



4 


本製品の再起動後、パスワードの入力画面に戻ります。 



5 各無線 LAN アダプタの設定を、40ページで決めた [ WEP ] にあ 
わせます。 

投定方法は、各無線 LAN アダプタの取扱説明害をご覧ください。 


以上で設定は終了です。 
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暗号化する 


€アクセスポイントの暗号化設定をする（つづき） 

-y 

•暗号キー入力方式の興なる他社製品との暗号化について 

本製品を含む WN - G 54 シリーズでは暗号キーとして主に16進コードでの BS 号キー入 
力方式を採用していますが、他社製品には、 [64 bit 共有キー]の埸合は5文字、 
[128 bit 共有キー]の場合は〗3文字の英数字•記号 （ ASCII 文字）で暗号キーを 
指定する方式や、文字列から16進 コードへ 変換する際、本製品と変換方式の異な 
る製品があります。 

これらの製品と睹号化を行う場合は、最初に英数字•記号の [64 b it 共有キー]の 
場合は5文字、 [128 bit 共有キー]の埸合は13文字で暗号キーに使用する文字列 
を決め、16進コードを入力できない他社製品はこの5文字の文字列を入力します。 
WN - G 54 シリーズや16進コードを入力可能な他社製品にはこの5文字の文字列を下 
記対応表に基づき、16進コードに変換したうえで入力することで通信可能となリ 
ます。各文字と16進コードの対応については下記の表を参照してください。 

く例〉 64 bit 共有キーで [ WNG 54] と設定している埸合、 

16進コードでは [57 4 e 47 35 34] となリます。 


文|16 
字進 

1 

7 b 

1 

7 c 

) 

7 d 


7 e 
























文 |16 
字進 

0 

30 

1 

31 

2 

32 

3 

33 

4 

34 

5 

35 

6 

36 

7 

37 

8 

38 

9 

39 


3 a 

: 

3 b 

< 

3 c 

= 

3 d 

> 

3 e 


文 |16 
字進 

? 

3 f 

@ 

40 

A 

41 

B 

42 

C 

43 

D 

44 

E 

45 

F 

46 

G 

47 

H 

48 

1 

49 

J 

4 a 

K 

4 b 

L 

4 c 

M 

4 d 


文 

16 

宇 

進 

1 

21 


22 

if 

23 

$ 

24 

% 

25 

& 

26 

• 

27 

( 

28 

) 

29 

車 

2 a 


2 b 


2 c 

- 

2 d 


2 e 


2 f 


文 |16 
字 進 

N 

4 e 

0 

4 f 

P 

50 

0 

51 

R 

52 

S 

53 

T 

54 

U 

55 

V 

56 

w 

57 

X 

58 

Y 

59 

Z 

5 a 

[ 

5 b 

¥ 

5 c 


文 |16 
字進 

] 

5 d 

へ 

5 e 

一 

5 f 


60 

a 

61 

b 

62 

c 

63 

d 

64 

e 

65 

f 

66 

e 

67 

h 

68 

1 

69 

j 

6 a 

k 

6 b 


文 |16 
宇進 

1 

6 c 

m 

6 d 

n 

6 e 

0 

6 f 

p 

70 

q 

71 

r 

72 

s 

73 

t 

74 

u 

75 

V 

76 

w 

77 

X 

78 

y 

79 

Z 

7 a 
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本製品の IP アドとスを変更する 

本製品の IP アドレスを変更する方法を説明します。 

任意の値に手動で設定する 

/設定画面の[基本設定]をクリックします。 



2 ip アドレスを設定します。 

① [手動で投定する]にチェックを付けます。 

② [ ip アドレス][サブネットマスク]を投定します。 


基本設定 
















本製品の IP アドレスを変更する 


任意の値に手動で設定する（つづき) 


3 設定が終了したら、画面下の[設定]ボタンをクリックしま 
す0 



4 以下の画面が表示されますので、[再起動]ボタンをクリッ 
クします。 



卜 



本製品の IP アドレスを変更すると、 Web 設定画面を開くためのアドレスも変わリ 
ます。 
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本製品の IP アドレスを変更する 


ワーク 内の DHCP サーノ 《から自動取得する 
























本製品の IP アドレスを変更する 


ネットワーク内の DHGP サーバから自動取得する（つづき）^ 


4以下の画面が表示されますので、[再起動]ボタンをクリツ 
クします。 



以上で設定は終了です。 


甲 

■ルータの DHCP サーバよ y ip アドレスを取得できますが、ルータの機種に 
よっては、 ip アドレスを取得できない場合もあります。取得できない埸合 
は、本製品の IP アドレスを、 DHCP サーバが割り当てる IP アドレスと同一 
クラスで DHCP サーバが割リ当てる IP アドレスの範囲外に設定してください。 

■ IP アドレスを DHCP サーバから自動取得する場合は、 DHCP サーバの設定時に 
本製品の IP アドレスを予約するようおすすめします。 

「 IP アドレスを自動的に設定する」にした場合は、本製品の IP アドレスは 
変化するため分からなくなリます。そのため、 DHCP サーバの中には IP アドレ 
スの予約ができるもの（例 Windows 2000や NT サーバ）では、 DHCP サーバ 
の設定時に本製品の IP アドレスを予約してください。 

■ DHCP サーバよリ本製品の IP アドレスを取得する場合は、必ずパソコンよリ先 
に本製品の電源を入れた状態にしておいてください。 

■本設定を行った場合は、本製品の設定画面を開く除に、 DHGP サーバから取得し 
ている IP アドレスを確認し、その IP アドレスを入力する必要があります。 
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チヤンネルを変更する 


本製品が使用する無線チヤンネルを変更することができます。 
通常は変更する必要はあ y ません。 

/設定画面の[基本設定]をクリックします。 



2 [チヤンネル]を変更します。 

選択するチヤンネルについては、57ページの参考をご覧ください。 


基本設定 


ァク tz スポィント名：思返通 
FT レスの故法：•手的 TSjg す5 

iptt レス： £■ QjQ 
サブネットマスク：^ [fl 

* a >\ y-KOi-f : in| n| na| cfl 





















チヤンネルを変更する 


3 設定が終了したら、画面下の[設定]ボタンをクリックしま 
す0 



4以下の画面が表示されますので、[再起動]ボタンをクリッ 
クします。 
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•選択するチヤンネルにっいて 

2.4 GHz 帯の無線では1〜13 ch まで選択できます。（一部製品では1〜14 ch まで） 
アクセスポイントを1台のみ使用する場合は、どのチヤンネルを使用しても問題あ 
リませんが、複数台のアクセスポイントを使用する場合、隣リ合ったチヤンネルは、 
窀波の带域が重なるため通信にロスを生じます。 

電波到達範囲内で複数台のアクセスポイントを使用する埸合は、次ページの表をご 
質になリ、帯域が重ならないように設定することをおすすめします。 

例）本製品を3台使用する埸合は、それぞれ 1.6. 11チャンネルに設定 


▼無線 LAN チャンネルー萸 

(例：1チヤンネルの場合、2401〜 2423 MHz の帯域を使用します。） 



▼(例）ある環境では 










転送速度を選ぶ 


本製品の送信速度を変更する方法を説明します。（通常は Auto のまま変更する 
必要はありません。） 


/設定画面の[基本設定]をクリックします。 



2 [転送速度]を選択します。 



BiH Q|| 


IP 7 ドレスニ 
.ブト 7 スク： 


基本設定 


アク t ス不イント名: 


* •» I 门 



















転送速度を選ぶ 


3 設定が終了したら、画面下の[設定]ボタンをクリックしま 
す0 


クリック 


4 以下の画面が表示されますので、[再起動]ボタンをクリッ 
クします。 
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パスワードを変更する 


本製品を設定する管理者を特定するため、パスワードを設定できます。 
/設定画面の[パスワードの変更]をクリックします。 



2 パスワードを設定します。 

① [現在のパスワード]に現在のパスワードを入力します。 

32文字までの英数半角文字で入力します。（犬/小文字の区別あリ) 
出荷時：空白（パスワードは投定されていません。） 

② [新しいパスワード]に新パスワードを入力します。 

③ [新しいパスワード再入力]に新パスワードを再度入力します。 


























MAC アドレス接続制限をする 


本製品へ接続可能な無線アダプタを、 MAC アドレスで指定して接続制限すること 
ができます。これによリ不正なアクセスを防止することができます。 

卜_ 

本製品の LAN ボートと有線接続したパソコンから設定してください。 



2 これから登録する MAC アドレスの接続の許可/拒否を選び、 
[設定]ボタンをクリックします。 

[リストの機器のみ許可する]にチェックをつけると、 [ MAC アドレスリス 
卜]に登録した MAC アドレスのみ、本製品に接続できます。 

[リストの機器を拒否する]にチェックをつけると、 [ MAC アドレスリスト] 
に登録した MAC アドレスは、本製品に接続できません。 


















MAC アドレス接続制限をする 


3 MAC アドレスを入力し、[追加]ボタンをクリックします。 

半角英数文字で入力します。256台まで登録できます。 


MAC アドレス接続制限 



4以下の画面が表示されますので、[再起動]ボタンをクリッ 
クします。 

クリック 


再起動中... 

しばらくお待ちください 


以上で設定は終了です。 


アドレス接続制限 
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高度な設定をする 


高度な設定について説明します。通常は変更する必要はありません。 



2 高度な設定をします。 


詳しくは下記の表をご覧ください。 


設定 


機能 

説明 

ビーコン間隔 

ピーコンの間隔を 20 ms 〜1000 ms で設定します。 

ビーコンとは無線ネットワークを同期させるためにアクセスポ 
イントから一定間隔で送信するバケットのことです。 

RTS スレツショルド 

RTS バケットのサイズを256〜2346で設定します。 

アクセスポイントは実際のデータを送信する前に、 RTS (送信要 
求）パケットを送信して、データを送信して良いか確認してい 
ます。宙波状況が悪い塌所では値を低めに設定すると効果的で 
すが、頻繁に RTS パケットが送出されるので、一般にスルー 
プットは低下します。 

フラグメンテーション 
の長さ 

パケツトが断片化される時のパケツトサイズを256~2346(偶败 
のみ)で設定します。 

宙波状況が悪い場所では値を低めに設定すると効果的ですが、 
一般にスループットは低下します。 
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高度な投定をする 


機能 

説明 

DTIM インターパル 

ビーコンに対し、どの程度の間隔で DTIM を挿入するかを 

1〜255の間陽で設定します。 

DTIM (delivery traffic indication message ) とは省宙力 
モードの無線クライアントに対して、パケットが送信待ちであ 
ることを伝えるメッセージのことです。 DTIM はビーコンに含ま 
れて送信されています。 

例えば“ 2" と設定すると、 DTIWI が含まれたビーコンと含まれ 
ていないビーコンが交互にアクセスポイントから送信されるよ 
うになります。 

プリアンブル 

Long •••通常はこちらを設定してください。 

Short …プリアンブルの畏さが短くなリ、無線ネットワークの 
スループットが向上します。ただし、短いプリアンブルに対応 
していない製品で問題が起こる埸合があリます。 

プリアンブルとはバケットの先頭に付加されるビット情報のこ 
とで、アクセスポイントと無線クライアントの通信において使 
われています。 


3 設定が終了したら、画面下の[設定]ボタンをクリックしま 
す0 



4 以下の画面が表示されますので、[再起動]ボタンをクリッ 
クします。 


クリック 


高度な設定 


再起動中.. 


しばらくお待ちくださし 


以上で設定が変更されました。 
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初期設定に戻す 


本製品の設定を出荷時状態に戻します。初期値については【•本製品の初期値 
(出荷時状態）】 （82 ページ）をご黄ください。 



2 [はい]にチェックを付けます。 


チェック 



?設定が終了したら、画面下の[設定]ボタンをクリックしま 
す0 









初期投定に戻す 


4以下の画面が表示されますので、[再起動]ボタンをクリッ 
クします。 



以上で設定が変更されました。 
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ファー ムウ エアを 更新する 


ファームウ X アの更新は、本製品の LAN ポートに有線接蛱したパソコンから 
行ってください。 

/弊社ホームページ （ http :// www . iodata . jp / lib /) で最新の 
ファームウヱアを入手します。 


2 設定画面の[ファームウエア更新]をクリックします。 



3 ファームウェア更新の[参照]ボタンをクリックし、/で入 
手したファームウェアを選択し、[更新]ボタンをクリック 
します。 

本製品 ( WN - G 54/ AXP ) 以外のファームウェアを選ばないでください。 




ファー ムウ:!:アを更新する 


4 以下の画面が表示されます。この間、本製品の電源を絶対 



ファー ムウ エアの 書き込み中… 

执理が終了するまでしばらく (約30秒)お待ちぐ"ごさい. 


5 以下の画面が表示されますので、[再起動]ボタンをクリ 
クします。 


ァが書き込まれました 




再起動中... 

1 ，ばらくぉ納ください 



以上で設定は終了です。 

一 
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その他 


出荷時設定に戻す 

パスワードを忘れてしまったときなどに、本製品の設定を出荷時設定に 
戻します。（初期化） 

70ページ 



TCP / IP の基礎知識 

本製品を投定するときに必要な TCP / IP について説明します。 

B - r * 71ぺージ 



本製品を使用して異常があった場合にご覧ください。 

74ぺージ 



用語解説 


用語について説明します。 



78ぺージ 



本製品の仕様です。 

1^* 81ページ 
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出荷時設定に戻す 


本製品の IP アドレスを忘れてしまったときなどに、本製品を出荷時設定に戻します。 

以下の手順を行うと、設定内容はすべて出荷時設定に戻リます。 

•リセツトスイッチで戻す 


/ AC アダプタを接続し、 POWER ランプと WLAN ランプが点灯す 
ることを確認します。 

2 細いピンなどでリセットスイッチを5秒ほど押し続けま 
す。 

3 WLAN ランプが橙色で短い間隔で点滅したら、リセットス 
イッチを離します。 

— V / LAN ランプが消灯し、本製品が再起動します。 

以上で、出荷時投定に変更されました。 
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ここでは、本製品を使用する上で必要となる TCP / IP プロトコルの IP アドレスの基礎 
知識について説明します。必要に応じてお読みください。 



本製品および本製品に接続したパソコンのすべてに別々の P アドレスの投定が必 
要です。 1 P アドレスとは、データを送受信するためのパソコン同士で理解できる住 
所のようなものです。 


町の1軒1軒の家が別々の住所を持つように、パソコンも1台1台が別々の IP アド 
レスを投定する必要があります。同じ IP アドレスを持つパソコンがあるとどちらに 
データを送ればいいのかわからなくなるためです。 

例えば、本製品は出荷時 「192.168.0.201 J の IP アドレスを持ちますが、ネットワーク 
上に、本製品と同じ IP アドレスを設定したパソコンがあると、他のパソコンから本製 
品やその同じ 1 P アドレスのパソコンにアクセスできなくなります。 



別々の P アドレス 

の設定が必要 













TCP / IP の基礎知撖 



ip アドレスには、 r グローパル ip アドレス j と r ローカル 〖 p アドレス」（プライべ一卜 ip ア 
ドレス〉があります。 

「グローバル ip アドレス」は、インターネットで使用する ip アドレスです。 

「ローカル IP アドレス J は、通常 LAN 内で使用する IP アドレスです。 


グローバル 

IP アドレス 

ネットワーク上で別々の 1 P アドレスが必要であるように、イン 
夕-ネットを利用する世界中のすべてのパソコンがそれぞれ 
別々の ip アドレスを使用する必要があリます。この ip アドレ 
スがグローバル ip アドレスです。 

通常、プロバイダより割り当てられます。 

口ーカル 

1 P アドレス 

インターネットに接続されていない塏境(家庭内のみ、会社内 
のみなど）では、ネットワーク内で別々の自由な ip アドレスを 
使用することができます。 

この ip アドレスがローカル ip アドレスです。 


グローバル 1 P アドレス 



ローカル IP アドレス 


















TCP / IP の基礎知撖 


LAN 内で使用する 



IP アドレスは、ネットワークを構成するパソコンの台数に応じて、3つの 
クラスに分かれます。 

大規模なネットワークならば[クラス A の IP アドレス]、中規模なら[ク 
ラス B の IP アドレス]、小規模の場合は[クラス C の IP アドレス]となり 
ます。 

同一のネットワーク内では、同ークラスの IP アドレスである必要がありま 
す。実際には、 IP アドレスは、ピリオドで区切られた4つの数字の羅列で 
構成されていて、4つの数字の最初の数字の値で、クラスが分けられます。 


ここの数字でクラス分け 
レス XX 


IP アドレス XXX . XXX . XXX . XXX 
例本製品の出荷時の IP アドレス「192.168.0.201」の場合は「192』 


IP アドレスの 
最初の数字* 

クラ X 

用途（ネットワークを構成する 
パソコンの台数） 

1〜12 6 

クラス A 

大規模ネットワーク用（最大約1600万台） 

12 8〜191 

クラス B 

中規模ネットワーク用（最大約65000台） 

19 2〜2 2 3 

クラス C 

小規模ネットワーク用（最大254台） 


※ H 27,224〜 255 J は通常の IP アドレスとしては使われていません。 


例えば、数台〜数10台で構成されるネットワークでは、クラス C の IP アド 
レスを使用します。 

通常、ネットワークを構成する場合は、以下の特別なローカル IP アドレス 
を使用します。 


クラス 

投定する IP アドレス 

クラス A 

10.0 .0.0 〜10.255 .255. 255 

クラス B 

172.16.0.0 〜172.31 .255. 255 

クラス C 

192.168 .0.0 〜192」68.255 .255 

















困った時には 


本製品を使用していて異常があった塌合にご覧ください 


弊社ホームペー 


サポート Web ページ内には、過去にサポートセンターに寄せられた事 
例なども紹介されています。こちらも参考にしてください。 


http://www.iodata.jD/support/ 



ファームウエアをバージョンアップすると解決することがありま 
す。下記の弊社サポート • ライブラリから最新のファームウエアを 
ダウンロードしてお試しください。 


http://www.iodata.jp/lib/ 



状態 丨参照ページ 

段定画面が表示されない 

75 

POWER ランプが点灯しない 

75 

パスワードを入力しても、段定画面が起動しない 

75 

パスワードを忘れてしまつた 

76 

暗号化 ( WEP ) を使用したら通信速度が低下した 

76 

他のアクセスポイントと通信できない 

76 

無線 LAN 製品側のパソコンと通信できない、あるいは速度が遅 

い 

76 



























困った時には 


設定画面が表示されない 

原因1 

接続が正しくない 

対処 

【①股定準備をする】 （18 ページ）をご覧になり、接続が正しいことを 

ご確認ください。 


原因2 

IP アドレスの設定が正しくない 

対処 

【② IP アドレスを投定する】 （25 ページ）をご覧になリ、 IP アドレスの 

設定が正しいことをご確認ください。 


原因3 

Web ブラウザの設定が正しくない 

対処 

【③ Web ブラウザを股定する】 （34 ページ）をご覧になリ、 Web ブラウザ 

の設定が正しいことをご確認ください。 


原因4 

セキュリティ関連のソフトウェアをインストールしている。 

対処 

セキュリティ関連のソフトウェアの機能を一部解除すると動作する場 

合があります。詳しくは、セキュリティ関連のソフトウェアメーカー 

にお問い合わせください。 




原因 

AC アダプタを取り付けていない 

対処 

付属の AC アダプタを取り付けてください。 

AC アダプタは必ず付属のものをご使用ください。 


パスワードを入力しても、設定画面が起動しない 


原因1 

パスワードが間違っている 

対処 

正しいパスワードを入力してください。（犬/小文字もご確認くださ 

し\> ) パスワードを忘れてしまった場合は、【パスワードを忘れてし 

まった】（次ページ）をご覧ください。 

原因2 

本製品と投定用パソコンの間にルータを介している 

対処 

本製品添付の LAN クロスケーブルを使って、本製品と投定用パソコン 

を1対1で接続してみてください。 


7 5 



































































困った時には 



対処 

【出荷時設定に戻す】 （70 ページ）で、出荷時投定に戻してくださ 

し、。パスワードは出荷時投定で投定されていません。（未入力〉 

また、 その他の設定も初期化されますので、再設定してください。 


暗号化 ( WEP ) を使用したら通信速度が低下した 



原因 

暗号化通信では、送信するデータをすベて暗号化/復号化する必要が 

ありますので、通信速度が若干低下します。 


他のアクセスポイントと通信できない 


原因 本製品同士を含むアクセスポイント同士の通信はできません。 



原因1 

無線 LAN 製品側バソコンの無線の投定が正しくない 

対処 

無線 LAN 製品側のモードが [ 1 nf rastructure ] になっていることと、 

SS ID が本製品の値と同じになっていることを確認してください。 

原因2 

無線 LAN 製品側のパソコンが Windows Me /98 SE の場合で、正常にログ 

インしていない（パソコン起動時の[ユーザー名][パスワード]の 

入力画面で[キャンセル]ボタンをクリックしているなど） 

対処 

パソコン起動時の[ユーザ名][パスワード]の入力画面で正しい 

[ユーザ名][パスワード]を入力してください。 

原因3 

無線 LAN 製品側のパソコンの IP アドレスの投定が正しくない 

対処 

無線 LAN 製品側のパソコンで TCP / IP を使用している場合は、正しい IP 

アドレスを投定してください。 

原因4 

電波の状態が悪い 

対処 

無線 LAN 製品と本製品間の距離を短くしたり、降害物を取り除いて見 

通しをよくしたり、チャンネルを変更してみてください。 


































































困った時には 


原因5 

暗号キーの投定があっていない 

対処 

本製品と無線 LAN 製品側の暗号キーの投定を同じ暗号キーにしてくだ 

さい。 


原因6 

無線 LAN 製品側のパソコンの IP アドレスを DHCP サーバから正しく取得 

していない 

対処 

IP アドレスを DHCP サーバから取得している場合は、 DHCP サーバが起動 

していること、本製品の電源が入っていることを確認してから、無線 

LAN 製品側のパソコンの電源を入れてください。 

または、以下の条件の IP アドレスに手動投定してください。 

•” DHCP サーバが割り当てる IP アドレスと同ークラス”かつ 

’’ DHCP サーバが割り当てる IP アドレスの範囲外” 


原因7 

MAC アドレス接続制限されている LAN アダプタから通信している 

対処 

MAC アドレス接続制限を解除してください。 （61 ページ参照） 























用語解説 


Ad hoc [アドホック] 

アクセスポイントを介さずに、パソコン同士が直接通信しあう形態です。 
他にインフラストラクチヤモード （Infrastructure mode) があリます u 


DHCP サー /《（Dynamic Host Configuration Protocol Server) 

各クライアントや Ethernet 機器へ起動時に動的に IP アドレスを割り当て、 

終了時に IP アドレスを回収するためのブロトコルです。 

同時にゲートウェイアドレスやドメイン名、サブネットマスクその他の情報を 
ネットワーク上のクライアントや Ethernet 機器へ通知することもできます u 





この動的に IP アドレスの割当を行う側の機器力 <DHCP サーバと呼ばれます。 
ダイアルアップルータ等の機器も DHCP サーバの機能を持っています。 


DS - SS [直接拡散•スペクトラム拡散方式] ) 

スぺクトラム方式の1つです。 

干渉がおきにくい、ノイズの影遛を受けにくい、などの特徴があります。 

Ethernet [イーサネット] ) 

米国ゼロックス社、ディジタル•イクイップメント社、インテル社によって開発され 
たネットワーク通信方式です。当初この方式は、基礎带域伝達、 CSMA/CD アクセス、 
論理パストポロジー、同軸ケーブルを使用して構成されていました。 

後に IEEE 802.3として規格化され、光ファイバー、広周波数带域、ツイストペアで 
運用するリビータなどを使って拡張する追加機能が定致されました。 


IEEE 802.11 



IEEE (The Institute of Electrical and Electronics Engineers, Inc .) という非當 
利団体が定める無線 LAN の国際的な榡準規格です。 

IEEE802.11b では、通信速度が 11Mbps まで拡張されています。 

IEEE802.11g では、通信速度が 54Mbps まで拡張されています。 
















用語解説 



Infrastructure [インフラストラクチヤ] 



アクセスポイントを介して通信する形態です u 



MAC アドレス （Media Access Control Address ) 



Ethernet 機器ごとの固有の物理アドレスです u 

MAC アドレスは、先頭からの3バイトのベンダーコードと残り3バイトのユーザコー 
ドの6バイトで播成されています。 

ベンダーコードは IEEE が管理/割当を行っておリ、ユーザコードは、 Ethernet 機器の 
メーカーが独自の番号（重複することのない）で管理を行い、世界中で単一のアドレ 
スが割リ当てられています。 

Ethernet ではこのアドレスを元にしてフレームの送受信を行つています。 


Mbps (Megabits per second ) [メガビービーエス] 


1秒間に伝送するデータの単位です。 

54 Mbps は1秒間に54メガビットのデータを伝送できます。 



OFDM [オー エフディーェム] 


Orthogonal Frequency Division Multiplex 。 直交周波数分割多重 0 




SSID (Service Set ID ) [エスエスアイデイー ] 



複数の無線ネットワークが存在する埸合に、それらをグルーブ化するための識別子 
( ID ) です。 SSID が一致していないとそのネットワークには参加できません。 

ESSID と呼ばれる場合もあります。 



TCP/IP (Transmission Control Protocol/Intemet Protocol ) 


主にインターネット上などで使用される基本プロトコルの1つです a 















用語解説 


WEP (Wired Equivalent Privacy ) 

IEEE 802.11 g に含まれる橾準の暗号化方式です。 

各無線通信機器同士が共通の暗号鍵を使用して通信データを睹号化します u 
暗号鍵を知らないパソコンは通信に参加することができません。 


アクセスポイント 

インフラストラクチャモード (Infrastructure mode ) での通信の中雄点となるポイ 
ントです。 

他のパソコンでは、アクセスポイントと通信することで他のパソコンと通信します。 
有線 LAN と無線 LAN の中链点ともなリます。 


チャンオ 、ル ) 

無線通信では、使用する周波数带域を分割して、それぞれの带域で異なる通信を行う 
ことができます。 

チヤンネルとは、その分割された個々の周波数带域のことです。 



ピアツーピア接続 



サーバ/クライアントのような上下関係の無い対等な関係で行う通信のことです。 


ローミング機能 ) 

複数のアクセスポイントを設茜した環境で、各アクセスポイントのサービスエリア間 
を移動した埸合に、自動的にアクセスポイントを切り替える機能です。 

その場合、それぞれのアクセスポイントの SSID と WEP が同じ設定である必要がありま 
す。 
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仕様 


籲本製品の仕様 


商品名 

IEEE 802.11 g ^ 無線 LAN アクセスポイント 

麵 S 

WN - G 54 /AXP 

規格 

無線部： IEEE 802.11 g * IEEE 802. llb.ARIB STD - T 66 

有線部： IEEE 802.3 . IEEE 802.3 u 

周波败帯域 

2. 4 GHz 带 （2. 4 〜 2. 4835 GHz ) 

チヤンネル 

Ich 〜 13 ch 

伝送方式 

IEEE 802.11 g * :直交周波数分割多重 (0 FDM > 

IEEE 802.11 b : 直接拡散 • スぺクトラム拡散方式 ( DS - SS ) 

伝送速度 

IEEE 802.11 g * : 6/9/12/1 8/24/36/48/54 Mbps 

1 EEE 802.11 b : 1/2/5. 5/1 1 Mbps 

有線部:10/1 00 Mbps ( Half - duplex ), 20/200 Wbps ( Full - duplex ) 

変調方式 

1 EEE 802. Ilg * : OFDW with BPSK , QPSK . 160 AM . 640 AM 

IEEE 802.11 b : DBPSK . D 0 PSK.CCK 

無線設備の種別 

小電カデータ通 m シス丁ム 

データ到逮距離 
(最大） 

屋内：約100111 

厘外：約 300 m 
※琛境によ y 変化します。 

セキュリティ 

方式 

WEP (Wired Equivalent Privacy ) , 

MAC アドレス接統制限 

MAC アドレス制限 S 

大登錄件数 

256件 

DHCP 

DHCP クライアント 

アクセス方式 

インフラストラクチャ [1 nfrastructure ] 

アンテナ方式 

可動式ダイポールアンテナ 

L ED 表示 

POWER . LAN , WLAN ランプ 

イーサネット 

インターフェイス 

10 BASE - T /100 BASE - TX ( RJ -45) コネクタ 

AC アダプタ 

入力: AC 100 V 

出力 ： DC 12 V 0.8 A 

電源電圧 

DC 12 V ±5% 


鼓大 440 mA 

動作温度範囲 

0° C ~40 °C 

画麵 

10%〜85% (結露しないこと） 

外形寸法 

約38 ( W ) mmx 120 ( D ) mmx 171 ( H ) mm (アン丁ナ、スタンド含まず〉 

ns 

約 300 g (本体のみ〉 


« IEEE 802.11 g は2003年4月現在ドラフトです。 IEEE による正式承認後、弊社 Web サイト 
にて正式にご案内いたします。 



































仕様 


•本製品の初期値（出 

苛時設定） 

アクセスポイント名 

GAP ****** (** 林**は MAC アドレスの下 6 桁） 

IP アドレスの設定方法 

手動で設定する 

IP アドレス 

192. 168.0 .201 

サブネットマスク 

255. 255.25 5.0 

デフオルト 
ゲートウェィ 

未設定 

SSID 

default 

チヤンネル 

6 ch <2. 437 GHz ) 

転送速度 

Auto 

認証方式 

Open System 

WEP 

無効 

MAC アドレス接統制限 

無効 

パスワード 

未登録 


8 2 
















アフターサービス 


①まず、弊社ホームページを 


本害【困った時には】で解決できない場合は、サポート Web ページ内の 
「製品 Q & A 、 News など J もご覧ください。過去にサポートセンターに寄せ 
られた事例なども紹介されています。 

http://www.iodata.jp/support/ 

ファームウエアをバージヨンアップすることで解決できる場合がありま 
す。下記の弊社サポート • ライブラリから最新のファームウェアをダウン 
ロードしてお試しください。 

nttp://www.iodata.j p/lib/ 




②それでも解決できない場合は… 

住所：亍 920-8513 石川県金沢市桜田町2 丁目84番地 
アイ•オー • データ第2ビル 
株式会社アイ■才一•データ機器サポートセンター 

電話：本社 076 - 260-3644 東京 03 - 3254-1144 

※受付時間9:30〜19:00月〜金曜日（祝祭日を除く） 

fax ： 本社 076 - 260-3360 東京 03 - 3254-9055 

インターネット： http://www. I odata. jp/support/ 

• お知らせいだだ < 事項について 

サボートセンターへ•お問い合わせいただく際は、事前に以下の事項をご用意くだ 
さい。 

1. ご使用の弊社製品名 

2. ご使用のパソコン本体の型番 

3. ご使用の 0 S のバージョン 

4. トラブルが起こった状態、トラブルの内容、現在の状態（画面の状態や 
エラーメッセージなどの内容） 
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ーサービス 


修理について 


修理の前に 


故障かな？と思ったときは、 

① 本害をもう一度ご覧いただき、設定などをご確認ください。 

② 弊社サボートセンターへお問い合わせください。 

故障と判断された場合は、下記内容を参照して、本製品をお送りくださし、 


修理について 


本製品の修理をご依頼される場合は、以下の事項をご確認ください。 

•お客様が貼られたシールなどについて 
修理の際に、製品ごと取り替えることがあります。 

その際、表面に貼られているシールなどは失われますので、ご了承ください。 
•修理金額について 

•保証期間中は、無料にて修理いたします。 

ただし、ハードウエア保証害に記載されている「保証規定」に該当する場合 
は、有料となります。 

※保証期間については、 ハー ドウ ヱ ア保証害をご M ください。 

_保証期間が終了した場合は、有料にて修理いたします。 

※弊社が販売終了してから一定期間が過ぎた製品は、修理ができなくなる埸合が 
あります。 

•お送りいただいた後、有料修理となった場合のみ、往復はがきにて修理金額 
をご案内いたします。 

修理するかをご検肘の上、検肘結果を記入してご返送ください。 

(ご依頼時に FAX 番号をお知らせいただければ、修理金額を FAX にて連絡させ 
ていただきます。） 



アフターサービス 


修理について（つづき) 


修理品の依頼 


本製品の修理をご依頼される場合は、以下を行ってください。 

•メモに控え、お手元に置いてください 

お送りいただく製品の製品名、ハードウ X アシリアル番号、お送りいただいた 
日時をメモに控え、お手元に置いてください。 

•これらを用意してください 

_必要事項を記入した本製品のハードウ X ア保証害（コピー不可） 

※ただし、保証期間が終了した場合は、必要ありません。 

• 下の内容を害いたもの 

返送先[住所/氏名/(あれば) FAX 番号].日中にご連絡できるお電話番号， 

ご使用環境（機器構成、 0 S など），故障状況（どうなったか） 

•修理品を梱包してください 

_上で用意した物を修理品と一緒に梱包してください。 

_輸送時の破損を防ぐため、ご購入時の箱_梱包材にて梱包してください。 

※ご購入時の箱_梱包材がない場合は、厳重に梱包してください。 

•修理をご依頼ください 

• 修理は下の送付先までお送りくださいますようお願いいたします。 

※原則として修理品は弊社への持ち込みが前提です。送付される埸合は、発送時 
の典用はお客様ご負担、修理後の返送費用は弊社負担とさせていただきます。 
•送付の際は、紛失等を避けるため、宅配便か害留郵便小包でお送りください。 


送付先 亍 920-8513 石川県金沢市桜田町2丁目84番地 
アイ•オー•データ第2ビル 
株式会社アイ•オー•データ機器修理センター宛 


修理品の返送 


• 修理品到着後、通常約1週間ほどで弊社より返送できます。 

※ただし、有料の埸合や、修理内容によっては、時間がかかる場合があります。 
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